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1．はじめに 

(1)研究の背景 

近年，わが国では道路交通法の改正により，条件を

満たした最高時速 6km 以下のパーソナルモビリティ

の公道（歩道）での走行が可能になった．パーソナル

モビリティは近距離移動のための歩行支援具である．

地方都市では人口減少や少子高齢化により，かつて

活気のあった駅前商店街の衰退が進行し，空き店舗

が増加している実態がある．コンパクトなまちづく

りが推進される今日，環境性能に優れ，交通弱者への

移動支援になるパーソナルモビリティが新たな交通

手段として期待される． 

(2)研究の目的 

本研究では，地方都市の地域住民，駅周辺イベント

来訪者を対象とし，住民の都市開発の意向，パーソナ

ルモビリティの評価・利用意向を明らかにし，今後の

都市開発の方向性を検討することを目的とする． 

(3)既往研究と本研究の位置付け 

笠原ら 1)は既存の乗り物と比較した立ち乗り型モ

ビリティの印象・利用用途に関するニーズの評価を

し，若年層には「娯楽的」な印象を，高齢層には「実

用的」な印象を抱く傾向がある事，歩行の代替として

娯楽的な活用や地域活性の効果があることを明らか

にした．中村ら 2)は超小型モビリティが事業目的に

関しても幅広い利用目的が期待できることを示した． 

既存研究を踏まえ，本研究では，最高時速 6km 以

下で歩道での走行が可能になったパーソナルモビリ

ティに着目し，地方都市の都市開発を考慮したパー

ソナルモビリティを，都市開発の意向，パーソナルモ

ビリティの評価・利用意向の観点から評価する． 

2．研究の構成 

(1)研究対象地域の選定 

本研究では，群馬県太田市太田駅周辺地区を対象地

域とする．太田駅南口では市街地再開発事業等の

 

 

 

 

 

 

 

図-1 本研究のフロー 

 

都市開発が構想されている．北口においては土地区

画整理事業が施工中であり，今後都市開発の計画が

具体的に検討されると考えられる． 

(2)研究方法 

本研究のフローを図-1 に示す．まず，全国・群馬

県における太田市の都市開発の実態と太田市におけ

る駅周辺開発の現況を，都市計画現況調査 3)により

把握する．次に太田駅周辺の人口，土地利用を QGIS

によって明らかにする．また，今後の都市開発の動向

を上位・関連計画，ヒアリング調査により明らかにす

る．現況分析を考慮し，太田市民が抱く都市開発の意

向と，パーソナルモビリティの評価・利用意向につい

てのアンケート調査を行い分析する． 

3．現況分析 

(1)全国における群馬県の都市開発の実態 

群馬県の土地区画整理事業の土地計画決定数は

123 地区で全国では 15 番目に多い数値である．また

施工済みの地区数は 225 地区で 15 番目，施工中の地

区数は 39 地区で 4 番目に多い数値である．一方で，

群馬県の施工中の市街地再開発事業は，全国 1197 地

区の内 29 番目に多い 10 地区である．このことから

群馬県は全国と比較して土地区画整理事業が進んで

いるが，市街地再開発事業が少ないといえる． 

(2）群馬県における太田市の都市開発の実態 

群馬県における太田市の土地区画整理事業の施工  

アンケート集計(数量化Ⅱ類分析)

上位・関連計画

現況分析

全国における群馬県の都市開発の現況

太田市の人口・土地利用

ヒアリング調査

群馬県における太田市の都市開発の現況

↓

モビリティの利用意向の予測

アンケート実施
太田市民の都市開発の動向の把握

↓

↓

アンケート集計(基礎集計)

アンケート集計(クロス集計)

都市開発・モビリティの利用意向・評価の分析

属性別の都市開発・モビリティの評価の分析

太田市の今後の動向の把握

パーソナルモビリティの評価・利用意向の把握
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連絡先 〒371-0816 群馬県前橋市上佐鳥町 460-1 前橋工科大学 地域・交通計画研究室 E-mail: tmorita@maebashi-it.ac.jp 

 



 

 

 

 

 

 

図-2 太田駅周辺の人口分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 太田駅周辺の土地利用状況 

 

面積は 12%である．一方で，群馬県で施工中の市街

地再開発事業 10 地区の内，4 地区が太田市で施工さ

れており，群馬県における太田市の施工面積は 42%

を占めている．このことから群馬県において太田市

は活発な市街地再開発事業が進められていることが

うかがえる． 

(3)太田駅周辺の人口・土地利用 

図-2 に太田駅周辺の人口分布，図-3 に太田駅周辺

の土地利用を示す．太田駅周辺の人口分布と土地利

用状況について QGIS を用いた現況分析により把握

した 人口分布の特徴として，太田駅周辺地域から少

し離れた地域に多く分布していることが明らかにな

った． 

4．アンケート調査の方法と分析 

(1)調査方法 

表-1，表-2 は，本研究で使用するアンケート調査の

概要である．調査 1 では駅周辺イベント来訪者を対

象に試乗後，または試乗の様子を見た後に調査を行

った．調査 2 では太田市民を対象として WEB アンケ

ート調査を行った．主な調査項目としては，個人属

性，都市開発の意向，パーソナルモビリティの評価と

利用意向である． 

表-1 調査 1(駅周辺イベント来訪者)の概要 

 

 

 

 

 

 

表-2 調査 2(太田市民)の概要 

 

 

 

 

 

 

 

(2)分析方法 

はじめに，基礎集計によって太田市民の都市開発

の意向，パーソナルモビリティの利用意向について

概要把握し，調査 1 と調査 2 で比較分析する．次に

個人属性とそれぞれの質問をクロス集計し，属性ご

との都市開発の意向，パーソナルモビリティの利用

意向の傾向を把握する．その後， 数量化Ⅱ類分析で

都市開発の意向とパーソナルモビリティの評価と利

用意向の関連度度合いを把握し，パーソナルモビリ

ティの利用意向を予測する． 

5．まとめ 

本研究では，現況分析によって太田市の都市開発

の実態や今後の動向を把握した．また，アンケート調

査によって都市開発の利用意向，パーソナルモビリ

ティの評価・利用意向を明らかにした． 
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